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論文要旨

【序言】近年，食物アレルギーを持つ児童生徒が増加している．また，アナフイラキシーショックによる死

亡事故の発生など学校現場のみならず社会的にも食物アレルギーに対する関心が高まっている．

【方法】本研究では，将来学校教員となる教育学部（養護教諭養成課程を除く）4年生94名を対象に食物ア

レルギーに関する知識や意識についてアンケート調査を行った．また，同19名に食物アレルギーの基礎知

識や緊急時対応について講習を行いその教育効果を検討した．

【結果】①教育学部生は食物アレルギーに関する基礎知識やエピペンなど緊急時対応に関する知識が不十分

であることがわかった．②講習により食物アレルギーに関する知識は，一部を除き8割以上の正答率となっ

た．全20問中10問で全員が正答した③講習後，正答数は各人で増え，講習前の10.6±3.5点（平均±標

準偏差;20点満点）から講習後の17.6±1.3点（同）に上昇した．

【結論】食物アレルギー講習は教育効果がある．全ての教育学部生が食物アレルギーについて学び対応力を

身に着けることは,将来学校現場における児童生徒の救命に寄与すると考えられる

1．はじめに

平成24年12月20日，東京都調布市の小学校にお

いて,食物アレルギーを有する児童が学校給食終了後，

食物アレルギーによるアナフイラキシーショックを起

こし死亡するという事故が発生した．

学校給食における食物アレルギーに対しては，文部

科学省監修の下，財団法人日本学校保健会により平成

20年に「学校のアレルギー疾患に対する取り組みガ

イドライン」が発行されたI)．また，厚生労働科学研

究班からは，「食物アレルギーの栄養指導の手引き

2011」が発行された2)しかしながらこのような事故

が発生したため，改めて学校における食物アレルギー

の実際の対応について議論がなされ，文部科学省から

平成27年3月「学校給食における食物アレルギー対

応指針」が示された3)．

食物アレルギーを持つ児童生徒が増加していること

に伴い，学校現場のみならず社会的にも食物アレル
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ギーに対する関心は高まり，学校においては養護教諭

や栄養教諭ばかりでなく担任や管理職も強い関心を示

している．しかし，教職員に食物アレルギーの知識や

その対応が浸透していないのが現状である．松本医師

が行った教職員への食物アレルギーに関する意識調査

では，ほとんどの教職員が事故対応に不安感を抱いて

いることが報告された4)．

冒頭に述べた調布市の事故は，教職員がエピペンを

使用するという判断をし実際に対応したが，それまで

に14分という時間を要したため，児童の命を守るこ

とが出来なかった食物アレルギーが発生した場合，

その進行は非常に速く,事態は一刻を争うものである．

教育学部4年生の多くは数か月後には教員となり，

学校現場で子ども達の命を守らなければならない立場

となる．今回教育学部（養護教諭養成課程を除く）

4年生がどれほど食物アレルギーに関する意識・知識

を持っているか，また実際に食物アレルギーに関する

講習を受け，意識・知識がどう変化したかについて調

査した．さらに今後の教育学部における食物アレル
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